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従来，藻類の分類を考察する際の基準はおもに組織vベノレにおけるものであった。近

年， ~菜類培養技術や電子顕微鏡技術の進歩，生化学の進展などにともない，細胞レベルあ

るいは分子vベノレの形質がとりいれられるようになってきた。ここ10年ほどの闘に，この

種の論議が盛んに行なわれている藻群の 1つにプヲシノ藻綱がある。以下， ζの分類群の

最近の研究を2固にわたって紹介し，解説をしたい。

r:I】プラシノ藻網の分類の歴史的変遷

プヲジノ藻綱 Prasinophyceae(prasinus=ニラの緑色，phyceae=藻類の意)に属する

諜類の体制は単細胞性または群体性で，体色は緑色である。遊走細胞はー般に等長の鞭毛

を前端にもっている。代表的なメンバーとして Platymonas，Pyramimonas， Prasino・

cladusなどの属がある。当然のことであったが， これらの藻類は緑藻綱 Chlorophyceae

のポノレボックス目 Volvocalesやヨツメモ目 Tetrasporalesに所属させられてきた。たと

えば， FRITSCH (19351))は Platymonasと Plasinocladusとをともに Volvocalesにお

き， SMITH (19442))は Platymonasを Volvocalesに Plasinocladusを Tetrasporales

においた。この藻類群の分類上の位置について，それまでと根本的にちがった意見をだし

た最初の人はフランスの CHADEFAUD(1954，的 1960'))である。彼3)は乙の藻類群の遊

走細胞が図lbに見られるように，前端が盃状に陥入し，その底の部分から鞭毛のでてい

る形質に注目し，緑藻類のなかから前端陥没型遊走細胞をもっメンバーを集め，これらを

ーまとめにして新しい目 Prasinovolvocales(プラジノモ目)の設立を堤唱した。他の多く

の緑藻類のメンバーの遊走細胞では西洋ナシ形で，前端の尖った部分に鞭毛が起源する

(図 1a)。まもなく彼。はこの分類群を綱のレベルに格あげして Prasinophycineesの名を

与えた。その後デンマークの CHRISTENSEN(1962) o)は国際命名規約にのっとって，この

網を Prasinophyceaeと名づけた。 ζの時点におけるプラシノ藻綱の第一義的な分類上の

形質は，さきに CHADEFAUDが重視した遊走細胞の形態にあった。あとで問題となった
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鞭毛の構造や細胞内の微細構造などはこ乙では全

くとりあげられていなかった。なお CHRISTEN-

SENは同時にLoxophyc飽 e (loxus=斜め〉の名

称の新綱をつくり，ここに鞭毛1本をもっ単細胞

緑色縦毛藻 Micromonasや Pedinomonasを所

属させた(Loxophyceaeについては後文参照)。

これらの人達の分類上の考察とは関係なく，

ζの分類群の藻類を材料にして電子顕微鏡による

鞭毛の研究， あるいは細胞壁の戚分などの研究

図1. a.緑藻類の遊走細胞
b.プヲyノ藻類の遊走細胞

を行った人達がいた。 PITELKA& SCHOOLEY (19556))はいわゆる原生生物(protis同

のメンバーの多くについて， 鞭毛の電子顕微鏡観察を行ったが，その際 Platymonasの

1種も材料とした。その結果Platymonasの遊走細胞の綬毛の側面に無数の毛状物*

mastigonemesの存在する事実が判明した。 しかしこの形質と関連して，とくに分窺土の

論議を行う乙とはしなかった。一方 LEWIN(19587))は Platymonasの分担との位置を

検討する目的をもって，乙の藻類の細胞壁の檎.$;物質の研究を行ったが，その結果 Platy-

monasの細胞壁は加水分解によりガヲクトースとウロン酸を産出することがわかった。し

たがって細胞壁物質の主成分はセyローズでない乙とは確かである。彼自身の研究結果と

先の PITELKA& SCHOOLEY (195め的の鞭毛観察の結果とから判断して， LEWJN7】は
Platymonasは緑藻類のメンバーではないらしいと考察した。一方千原 (1958，8)1959，9】

1960，10) 1963l1))は緑藻類に所属するヲンツウ毛ドキ属 Collinsiellaやプラジノクヲズス

属 Prasinocladusおよびプラチモナス属 Platymonasなどの生殖，発生，生活史を研究

した。ランソウ毛ドキ属とプヲシノクラズス属は

ともに体制は群体で，栄養細胞はそれぞれ細胞柄

(cell stalk)により連結している(図2)。 乙う

した形質から両属は分類上Eいに近縁と考えられ
ともにヨツメモ自に所属させられる場合が多かっ

た(たとえば SMJTH，19442))。千原はこれら2

腐の草書類の生殖現象を観察している過程で，ラン

ツウモドキ属の遊走細胞は前端の尖った西洋ナジ

形で，典型的な縁濠類の形態を示すのに対し，プ

ラジノクラズス腐のそれは一見ネギ頭のような形

で，前端がくぼんでいる点に興味をもち，両者の

電子顕激鏡観察を行った。その結果，ランツウモ

ドキ属の鞭毛はいわゆる“むち型 whiplash-type"

で，他の緑覇軍類で広く見られるものと同一である

ホ乙乙では以下「小毛」と呼ぶ。

歌く錨守壬

鯖
図 2.a， b.ヲンツウモドキ属
(Collinsiella) 

a. 栄養体の断面，

b. 遊走細胞(配偶子)
c， d.プラシノクラドス属
(Prasinoclad，ω〉

c.栄養体， d. 遊走細胞
〈図はいすれも模式化しで
ある〉
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のに対し，プラシノクラス・ス属のそれは先端が棒状で，しかも鞭毛の側部に細かい小毛が

密に存在する乙とを知った (1960，10)1963U))。更に栄養細胞の細胞壁の主要構成物質を組

織化学的に調べたと乙ろ，ランツウモドキ属ではセルローズが検出されたが，プラシノク

ヲズス属の 1種 Prasinocladusascusではセ;¥ノロ{ズは検出されなかった。同様な結果

はプラチモナス属の1種でも得られた。これらの結果から， 千原 (196311))はランツウモ

ドキ属とプラシノクヲズス属とは分類上ちがった藻群と考えるのが，より自然であり，ま

たこのように分類上近縁なプヲyノクヲズス属とプヲチモナス腐を緑童話綱に所属させてお

いてよいものか疑問があると考察した。それから 2年後，イギリスの MANTON& P AR-

KE (1965a，12)bI8))は，フ。ラジノクヲス・ス属の1種 Prasinocladusmarinus (= P. subsa-

lsa，または P.lubricus)とプラチモナス属の2種 Platymonastetratheleと P.suecia 

とについての電子顕微鏡による研究結果を発表した。彼女達の研究はこれらの藻類につい

て細胞νペルにおけるいくつかの分類形質の新しい発見をもたらした。すなわち， (1)鞭毛

には無数のIJ"毛hairと鱗片 scaleがついている。 (2)ピレノイドは前方に関孔し，その部

分から核の一部(プラジノクヲズスの場合)または細胞質 (Platymonasの場合)が運河

状に入り ζんでいる。これらの研究と相前後して MANTON & PARKE およびその共同

研究者達は Micromonas，(195914) .19601~}): Halos，ρhaera， (196122)， 196316)) Pyramimo・

nas， (196316)，196617}) Nephroselmis， (196418)): Heteromastix， (196519}): Mesostigma， 

(19652町などの単細胞性緑色藻類の遊定細胞についても電子顕微鏡による観察を行い，

これらの藻類が上述の PrasinocladusゃPlatymonasなどと同じように，鞭毛に鱗片をも

プラシノ藻類の分類上の位置の歴史的変遷
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つことを確かめた。このような一連の研究結果から， MANTON &PARKE (1965a，12)， b13)) 

は改めてプヲジノ潔綱の分類学的考察を行い，葉緑素aのほかにbを含む単細胞性の生

物で， 鞭毛に鱗片をもつものを分類上ーまとめにしてプラジノ藻綱とするのがより適

当であろうと考察した (1965，12)P. 533 ; 196513)， P. 753)。さらにこの綱の分類上の位置

について次のように考察12)している。いまだはっきりした証拠は得られていないが鱗片の

存在とセノレローズの欠存の形質は起源的には葉緑素bや細胞墜の存在よりも古いらしい。

多分プラシノ藻綱は Chlorophytaの中で路較的原始的なメンバーと考えるのが妥当であ

ろう。

MANTON教授と PARKE博士のこれらの業績は， 前者が Leeds大学において共同

研究者達と電子顕微鏡の分野の担当，後者が Plymouthの臨海研究所において研究材料の

蒐集，保存，および分類学の分野の担当による合作である。

以上紹介したことを中心に，プラシノ藻網の代表的な2メンバーである Platymonas

および Plasinocladusの分類上の位置の変遷を歴史的にわかりやすくまとめると表1の

ようになる。

【E】ブラシノ藻飼内部の分類

フ。ラシノ藻網の内部の分類は，くわしく研究された種類の数がまだ多くはないが，現

在までに CHRISTENSEN(19621)) や PARKE (1964~!)) によって次のようなシステムがつ

くられている(表2)。

PARKE のジステムで扱われている分類群はイギリス産の海産藻類のみに限られてい

るが，このγステムには， CHRISTENSENめのシステムの発表以後にわかった電子顕微鏡

による研究結果の知見がよくとりいれられている。 PARKE2I)のシステムが CHRISTENS-

EN5)のそれとはちがう大きい点は ClassLoxophyceaeを削除して，乙の綱に属していた

メンバーの Micromonasや Pedinomonasをプラシノ深綱の1税 Nephroselmidaceaeに

含めたことである。根拠は，遊走細胞の側部に2鞭毛をもっ Nephroselmisgilvaが1本

の鞭毛をもっ Micromonassquamata と同じように体表と鞭毛上に 1層の鱗片をもつこ

と，この鞭毛鱗片の形態は Pyramimonasおよび Halos Phaeraから泳ぎだす Pyrami・.

monas状遊走細胞をつつむ2種の鱗片層の外層の鱗片に似ていること，などから Nephro・

selmis gilvaは分類上 Micromonasと Pyramimonasとの中間に位置するものと考えた

点にある(PARKE& RAYNS， 196418))。いま，遊走細胞の形態や鞭毛の構造などの形質

から単純→複雑の系列を考えると次のようになる Micromonasρusilla(鞭毛1本，鱗

片なし〉→Micromonassquamata (鞭毛1本 1層の鱗片層あり〉→Neρhroselmisgilva 

(側部2本鞭毛 1層鱗片層)→Pyramimonasspp. (前端4本またはそれ以上の数の鞭

毛 2層鱗片層)。したがって， Loxophyceaeのメンバー MicromonasはPrasinophyceae

に包含されるのがより妥当であるというわけである。なお CHRISTENSENと PARKEの

両者ともに従来業務綱Xanthophyceaeにおかれていた Halos Phaera をフ。ヲシノ藻綱に
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表2 プヲジノ藻類の分類系

目|税| 属

Pyramimon・
adales 

Nephroselmi-
daceae 

Polybrephari-
daceae 

Platymona-
daceae 

Chloroden-
draceae 

Petrospermat・

Halosphaeral飴 1__ aceae 
Halosphaer・
aceae 

Nephdaocdeae zni. 

Pyramimon・
Polybdraecpeahe ad-

adales 

Chloroden・
draceae 

Halosphaerales taceae 
Halosphaer・
aceae 

…Pedinomonas， Micromonas 

-・・Heteromasti:r:
(= Bpiedinomonas) 

Nephroselmis 

…Platymonas( = Tetraselmis) 

... Prasinocladus 

Halos phaera 

…Heteromasti:r:， Micromonas， 
Nephroselmis 

... Asteromonas， ?Chloraster， 
Pyramimonas， Stephanoptera 

…Tetraselmis (= Platymonas) 

... Prasinocladus 

…Hmastedas，Psapchhayeゆnhaem 
Pterosperma， S Phaeropsis 

-・・Haloゆhaera，Hyalophysa 

いれているが，乙れは PARKE& ADAMS (19612~)) の培養による生活史の研究， およ

び MANTON，OATES， & PARKE(196316))の電子顕微鏡による観察で，不動性の Halo-

sphaeraから泳ぎだす遊走細胞が Pyramimonasと全く似た形態と内部構造をもつこと

がわかったためである。

rm】色素組成とブラシノ簿類の分類
さて， MANTON & PARKE(1965a12)， 1965 b13))がプヲシノ濠網の分類形質の 1つに
とりあげた葉緑素bの存在はどのような人達によって知られたものであろうか。オースト

ラリアの ]EFFREY(1961鑓】)とカナダの PARSONS(196124)) とによれば Platymonas

suecia (= Tetraselmis suecia of ]EFFREY)と Platymonasmaculata (=Tetraselmis 
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プラシノ藻類数種の色素組成

lMsqc…uamatas 附|gihmadMs|昂lMon…gifilis山 I乃amm…ylifera山|ombo…uataasl|mc…huu as |問oclaぬssp. 

Chlorophyll a + + + + + + + 
Chlorophyll b + + + + + + + 
a-Carotl剖巴 + + + + + + + 
s-白 rot偲 e + + + + + + + 
r-Carotene + + + + + + 
Lycopene + + + + 
Lutein + + + + + 
IA1tein-5-e，p6 oxide + + + + + + 
Zeaxanthin + + + + + + 
Violaxanthin + + + + + + + 
? Trollein + + + + 
NωZ阻 thin + + + + + + + 
Siphonein + + 
勘ionohydroxy-5，6

+ + epoxy-α-carotene 

Micronone + + 
Unidentified 

B，K A， K2 K2 Xanthophyll 

勘伊zh2mF，memvdd町凪v皿m蜘y】国1句
+ + 

関 ter

表3
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表4 プラシノ務類の色素組成による分類と電顕的形質

争
電 顕 的 形 質

種 類 名 色素組成
鞭毛鱗片| 体表構造

ル(icromonassquamata 
Micromonas型 1層 1層鱗片

Nephroselmis gilva 

E 
Pyramimonas amylifera Siphonein 

2層 2層鱗片
P. longi.filis をもっ型

2層鱗片
pPPytfaaftsaytmnmotcomtnaoadns uas cs hsoupbi. t otFata 

典型的な緑藻
E 

類型
2層
桂外子皮繍が癒(合鱗片してとで同きじて起い源るの) 

maculata of PARSONS) との色素組成は基本的には似ていて，おもな色素は葉緑素a

と b，およびカロテン， /レテイン，ピオラキサンチン，ネオキサンチンなどである。

その後，上述の MANTON教授と密接な連絡をたもちながらプラジノ藻類の代表的

なメンバーの色素組成について活溌な研究を始めたのがイギリスの RICKETTS(1966a，紛

1966 b，26) 1967 a，21) 1967 b，28) 1967 c 29))である。Rickettsの研究結果のおもな点を簡略

化して表3に示す。乙の研究結果に基づくと，プラジノ濠類は3群に分けられるらしい。

興味ある乙とに，色素組成のちがいはとれら3群の鞭毛鱗片と体表構造の分化の傾向と平

行的な関係がある (1967c，29) P. 1384)。わかりやすくするためにこれらの関係をまとめ

て表4に整理した。

n日光合成産物とプラシノ簿類の分類

先合成植物群の門または綱のレベグの分類には，同化産物の性質が評価形質として広

く使われている。アメリカの HELLEBUST(196530)) はプラyノ潔網のメンバーである

Pyramimonas sp.の先合成産物にかなりの量のマンニトーJνとグリセローJレが生産され

ることを明にした。マンニトーJレを生産する点からみると Pyramimonasは同時に調べ

られた黄金色重量綱 Chrysophyceaeの5種および珪藻綱の3種と似ている。その翌年， カ

ナダの CRAIGIE，MCLACHLAN等 (196631】)は同じプラシノ藻綱の Platymonas(彼

等は Tetraselmisの属名を用いている〉について， 緑藻網のメンパーと路較しながら先

合成産物を調べた結果を報告している。彼等の研究報告によるとアオサ，アオノリ，ヒト

エグサ，シオグサ，ジュズモ属の種類では，でんぷん，ぶどう糖，果糖およびしょ糖であ

ったが，PlatymonasのそれはD・マンニトールと金く区別のつかないものであった。マ

ンニト -/Vの存在は一般に褐藻網，黄金色藻網，紅藻綱，およびある種の高等植物などで

は知られているけれども，緑藻網では普通には存しない。彼等の観察結果は，プラジノ獲

類の綱のVベルにおける新たな分類形質を1つ提供したものといえる。

なお彼等は Platymonasの先合成産物としてDimethyl.s.propiothetinの存在をも朋
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らかにした。彼等によると，この物質の有無は.Platymonasと，これに似た体形をもっ

Dunaliellaとを区別する際の分類形質となるという。乙れらについての詳しい紹介はい

ずれ別の機会に述べる。
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